
6/6-6/12 聖書日課と分かち合い                                 K.O. 

6 月 6 日（月）コロサイ 1：9～20 “御子は教会の頭” 

1:9 こういうわけで、そのことを聞いたときから、わたしたちは、絶えずあなたがたのために祈り、願っています。どうか、“霊”によ

るあらゆる知恵と理解によって、神の御心を十分悟り、 

1:10 すべての点で主に喜ばれるように主に従って歩み、あらゆる善い業を行って実を結び、神をますます深く知るように。 

1:11 そして、神の栄光の力に従い、あらゆる力によって強められ、どんなことも根気強く耐え忍ぶように。喜びをもって、 

1:12 光の中にある聖なる者たちの相続分に、あなたがたがあずかれるようにしてくださった御父に感謝するように。 

1:13 御父は、わたしたちを闇の力から救い出して、その愛する御子の支配下に移してくださいました。 

1:14 わたしたちは、この御子によって、贖い、すなわち罪の赦しを得ているのです。 

1:15 御子は、見えない神の姿であり、すべてのものが造られる前に生まれた方です。 

1:16 天にあるものも地にあるものも、見えるものも見えないものも、王座も主権も、支配も権威も、万物は御子において造

られたからです。つまり、万物は御子によって、御子のために造られました。 

1:17 御子はすべてのものよりも先におられ、すべてのものは御子によって支えられています。 

1:18 また、御子はその体である教会の頭です。御子は初めの者、死者の中から最初に生まれた方です。こうして、すべての

ことにおいて第一の者となられたのです。 

1:19 神は、御心のままに、満ちあふれるものを余すところなく御子の内に宿らせ、 

1:20 その十字架の血によって平和を打ち立て、地にあるものであれ、天にあるものであれ、万物をただ御子によって、御自

分と和解させられました。 

6 月 7 日（火）コロサイ 1：21～23 “福音に仕える者として” 

1:21 あなたがたは、以前は神から離れ、悪い行いによって心の中で神に敵対していました。 

1:22 しかし今や、神は御子の肉の体において、その死によってあなたがたと和解し、御自身の前に聖なる者、きずのない者、

とがめるところのない者としてくださいました。 

1:23 ただ、揺るぐことなく信仰に踏みとどまり、あなたがたが聞いた福音の希望から離れてはなりません。この福音は、世界

中至るところの人々に宣べ伝えられており、わたしパウロは、それに仕える者とされました。 

パウロはあなたがたの為に祈り願っています。全能の神に感謝して、全ての点で主に喜ばれるように歩

んでください。その御子であるイエス様は教会の頭です。十字架の血によって平和を打ち立て、万物と

ご自分と和解させられました。そこに、イエス様の愛が…あります。 

 

 

イエス様の死によって、私たちの罪は許されました。揺るぐことのない信仰に踏みとどまり、あなたが

たが聞いた福音の希望から決して、離れてはいけません。信じる心があれば、イエス様はいつも共にい

て見守って下さいます。 



6 月 8 日（水）フィリピ 1:12～14 “福音の前進” 

1:12 兄弟たち、わたしの身に起こったことが、かえって福音の前進に役立ったと知ってほしい。 

1:13 つまり、わたしが監禁されているのはキリストのためであると、兵営全体、その他のすべての人々に知れ渡り、 

1:14 主に結ばれた兄弟たちの中で多くの者が、わたしの捕らわれているのを見て確信を得、恐れることなくますます勇敢に、

御言葉を語るようになったのです。 

 

6 月 9 日（木）コリント一 12：26～27 “同じキリストの体の一人一人” 

12:26 一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです。 

12：27 あなたがたはキリストの体であり、また、一人一人はその部分です。 

 

6 月 10 日（金）フィリピ 1：27～30 “キリストのために苦しむことも” 

1:27 ひたすらキリストの福音にふさわしい生活を送りなさい。そうすれば、そちらに行ってあなたがたに会うにしても、離れてい

るにしても、わたしは次のことを聞けるでしょう。あなたがたは一つの霊によってしっかり立ち、心を合わせて福音の信仰のために

共に戦っており、 

1:28 どんなことがあっても、反対者たちに脅されてたじろぐことはないのだと。このことは、反対者たちに、彼ら自身の滅びとあ

なたがたの救いを示すものです。これは神によることです。 

1:29 つまり、あなたがたには、キリストを信じることだけでなく、キリストのために苦しむことも、恵みとして与えられているのです。 

1:30 あなたがたは、わたしの戦いをかつて見、今またそれについて聞いています。その同じ戦いをあなたがたは戦っているので

す。 

パウロは喜んでいます。パウロが捕えられているのを見て、多くの者が確信を得、恐れることなくます

ます勇敢に、み言葉を語るようになったことを……。 

一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜

ぶのです。 

常盤台教会も祈祷会では祈りのひと時を持ちます。祈りあいます。めぐみかわら版も皆様の情報を共有

しています。共に苦しみ、共に喜び。兄弟姉妹の一人一人が大切な家族なのです。 

 

反対者から迫害や脅しを受けるでしょう。でも、たじろぐことはありません。一つの霊によってしっか

りと立ち、心を合わせて、福音の信仰の為に戦いなさい。キリストのために苦しむことも恵みとして与

えられているのです。あなたがたが、より強くなるために。 



6 月 11 日（土）ローマ 11：25～36 “すべての人を憐れむために” 

11:25 兄弟たち、自分を賢い者とうぬぼれないように、次のような秘められた計画をぜひ知ってもらいたい。すなわち、一部

のイスラエル人がかたくなになったのは、異邦人全体が救いに達するまでであり、 

11:26 こうして全イスラエルが救われるということです。次のように書いてあるとおりです。「救う方がシオンから来て、ヤコブから

不信心を遠ざける。 

11:27 これこそ、わたしが、彼らの罪を取り除くときに、彼らと結ぶわたしの契約である。」 

11:28 福音について言えば、イスラエル人は、あなたがたのために神に敵対していますが、神の選びについて言えば、先祖た

ちのお陰で神に愛されています。 

11:29 神の賜物と招きとは取り消されないものなのです。 

11:30 あなたがたは、かつては神に不従順でしたが、今は彼らの不従順によって憐れみを受けています。 

11:31 それと同じように、彼らも、今はあなたがたが受けた憐れみによって不従順になっていますが、それは、彼ら自身も今

憐れみを受けるためなのです。 

11:32 神はすべての人を不従順の状態に閉じ込められましたが、それは、すべての人を憐れむためだったのです。 

11:33 ああ、神の富と知恵と知識のなんと深いことか。だれが、神の定めを究め尽くし、神の道を理解し尽くせよう。 

11:34 「いったいだれが主の心を知っていたであろうか。だれが主の相談相手であっただろうか。 

11:35 だれがまず主に与えて、／その報いを受けるであろうか。」 

11:36 すべてのものは、神から出て、神によって保たれ、神に向かっているのです。栄光が神に永遠にありますように、アーメ

ン。 

 

6 月 12 日（日）コロサイ 1：24～2:5 “今や、明らかにされた” 

1:24 今やわたしは、あなたがたのために苦しむことを喜びとし、キリストの体である教会のために、キリストの苦しみの欠けたと

ころを身をもって満たしています。 

1:25 神は御言葉をあなたがたに余すところなく伝えるという務めをわたしにお与えになり、この務めのために、わたしは教会に

仕える者となりました。 

1:26 世の初めから代々にわたって隠されていた、秘められた計画が、今や、神の聖なる者たちに明らかにされたのです。 

1:27 この秘められた計画が異邦人にとってどれほど栄光に満ちたものであるかを、神は彼らに知らせようとされました。その計

画とは、あなたがたの内におられるキリスト、栄光の希望です。 

1:28 このキリストを、わたしたちは宣べ伝えており、すべての人がキリストに結ばれて完全な者となるように、知恵を尽くしてす

不従順を抱くものは、神からあわれみを受ける対象になります。 

神は全てのものを愛されているからです。神は、愛です。 



べての人を諭し、教えています。 

1:29 このために、わたしは労苦しており、わたしの内に力強く働く、キリストの力によって闘っています。 

2:1 わたしが、あなたがたとラオディキアにいる人々のために、また、わたしとまだ直接顔を合わせたことのないすべての人のため

に、どれほど労苦して闘っているか、分かってほしい。 

2:2 それは、この人々が心を励まされ、愛によって結び合わされ、理解力を豊かに与えられ、神の秘められた計画であるキリ

ストを悟るようになるためです。 

2:3 知恵と知識の宝はすべて、キリストの内に隠れています。 

2:4 わたしがこう言うのは、あなたがたが巧みな議論にだまされないようにするためです。 

2:5 わたしは体では離れていても、霊ではあなたがたと共にいて、あなたがたの正しい秩序と、キリストに対する固い信仰とを

見て喜んでいます。 

コロサイの教会の人々とは会ったことがありません。でも、パウロは励ましの手紙を書いています。巧

みな議論に騙されないようにするためです。身体は離れていても、霊はあなたがたと共にいます。あな

たがたの正しい秩序とキリストに 対する固い信仰とを見て、パウロは遠くにいても、喜んでいます。 

 


